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後記

　外山滋比古著『「人生二毛作」のすすめ―脳をいつ
までも生き生きとさせる生活 』（飛鳥新社）が静かな
ブームで読まれている。それもそのはずで，外山氏は 
87 歳だが，老いてなお意気軒昂。気力に満ちた老年学
者である。世の中には，生き甲斐を失いかけている老
人や，定年後に何をしようか考えている団塊世代が多
い。その人達が，「人生二毛作」に引きつけられるの
であろう。
　外山氏といえば数年前に，東大生と京大生にもっと
も読まれる本として話題になった，ミリオンセラー『思
考の整理学』（ちくま文庫）の著者でもある。その著
書にでてくる「グライダー人間」の話に，私は共鳴し
た。本号は 6 月号だが，執筆しているこの 4 月には，
毎年多くの新しい仲間を迎える。前途ある若者たちに
多少なりとも参考になればと思い，「グライダー人間」
に触れたい。
　外山氏が言う「グライダー人間」とは，まじめで優
秀だが，自力で物事ができない人のことである。外山
氏は長年大学で教鞭をとっていたが，独力で知識を得
ようとしない学生のことである。グライダー学生と，
外山氏が嘆いて命名したのは 20 数年も前のことだ
が，現状は今も同じである。いや当時より多くのグラ
イダーが大学だけではなく，社会や政界にさえ見かけ
るようになった。
　グライダー人間の問題点は，外山氏が言うような創
造性や自立性に欠け，難局を自分自身で打開しようと
しないことだけではない。飛ぶ進路は風まかせだから，
自己中心的になりやすく，他人のことを思いやらない
ことだと，私は思う。時にはぶつかり，飛行を安易に

止めることもある。
　ところで，今年の春は例年になく冷たく，桜を愛で
る期間は長かった。花見見物では花を見るが，幹には
目を向けない。まして根のことを考えることはない。
拙宅の近くには川岸から川面に向かって斜めになりな
がらも力強く咲く桜並木がある。その根っこを見ると，
四方の地表をはうようにうねりながら，地面にしがみ
ついているようで，力強い。美しい花は太い根っこに
支えられているのである。
　医療技術を磨くにも，独創的な研究をするにも桜同
様に，その奥には地道な努力がいる。今の時代はテン
ポが早いためか，結果を容易に求めようとする。大学
入試や国家試験のマークシート形式も問題である。膨
大な知識を持つが，その背景にあるものをじっくり学
ぼうとはしない。背景を学んでいたら試験に合格しな
い制度になっている。
　医師になってからも同じである。先輩から熱心に教
わるが，創意工夫はしない。画像診断や病理所見は結
果をみるが，その現物を自分で学ぼうとしない。先端
の研究手技を使っているが，その原理を知ろうとしな
い。早く，安易に上達しようとする。
　グライダーにエンジンをのせても飛行機にはなれな
い。しかし，グライダー人間は，意識改革を常に持つ
ことで自立人間になれる。それには訓練することであ
る。例えば，患者を深く観察する。そして子供のよう
に「なぜ」を考える。そのような繰り返しで飛行機人
間になれると思う。

（郡　健二郎）
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